
もち性大麦のβ-グルカン含量表1

国内産のもち性大麦品種の作付け推移図１

もち性大麦の炊飯麦の食味試験表2
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＊5%で有意差あり（Dunnett検定）。β-グルカン含量は乾物量。60%歩留搗精試験における精麦。

四国裸84号（反復親）

もち性系統

系統名 原麦β-グルカン含量
（%）

精麦β-グルカン含量
（%）

3.8

6.2＊

4.2

6.5＊

評価者数は7-8名　標準品は2011年度播種の四国裸84号を用いた。
表に示した四国裸84号（反復親）はブラインド試験の結果である。
ns（有意差なし）　＊（5%で有意差あり）（Dunnett法検定）。
60%歩留搗精試験における精麦を炊飯。

四国裸84号（反復親）

もち性系統

系統名 柔らかさ
+：柔らかい ／ -：硬い

粘り
+：強い ／ -：弱い

0.15ns  ±0.33

1.25＊   ±0.27

0.10ns  ±0.21

1.10＊   ±0.20

（年産）

もち性大麦品種「キラリモチ」の魅力！
https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publicat
ion/pamphlet/kind-pamph/082575.html

■  健康機能性に優れる大麦β-グルカンと   炊飯麦の食味に優れるもち性大麦

　「機能性を持つ農林水産物・食品開発プロジェクト」

ではもち性品種を用いて食物繊維β-グルカンの多い大麦

ご飯を食べ続けると内臓脂肪面積が低下すること2）や食

後の血糖値上昇を抑制すること3）を日本人対象のヒト介

入試験で実証できました。ヒト介入試験とはヒトを対象と

して試験食の有効性や安全性を客観的に示すための科

学的な証拠を取得する試験です。また、喫食調査ではも

ち性大麦を用いた大麦ご飯は嗜好性が高く、継続的に食

べることができるという評価が得られています。大麦のβ-

グルカンは水溶性食物繊維で以前から健康機能性に関

わる研究結果がありました。

　一般的にもち性品種はうるち性品種よりβ-グルカン含

量が高くて炊飯麦の食味試験では粘りと柔らかさに優れ

ています。後述する「キラリモチ」4）や「はねうまもち」5）

の品種の育成報告では、うるち品種と比較した結果が掲

載されていますが、この技術報告では遺伝的背景のそろっ

た準同質遺伝子系統を用いた試験で、もち性になるとβ-

グルカン含量が高くなり（表1）、炊飯麦の食味試験では

粘りと柔らかさの評点に優れる（表2）ことを示しました。

■  はじめに
　大麦は日本では大麦ご飯、味噌、麦茶、焼酎、ビー

ルといった多くの食品や飲料に加工利用される重要な作

物です。大麦にはもち性がありますが、国内のもち性大

麦品種の生産・需要が急激に拡大しています。農産物

検査の統計によれば2013年産は数十トン規模でしたが、

2018年産では約2500トンに伸び（図1）、さらに2019年

産では5000トンを超える見込みです。テレビ番組や雑誌

特集記事などでも、もち性大麦の健康機能性の優れる点

が取り上げられて消費を押し上げています。これには農

研機構が中心に取り組んだ「機能性をもつ農林水産物・

食品開発プロジェクト（2013～2015年度）」の研究結

果1）が貢献しています。またもち性大麦品種を積極的に

「売り込む」ための普及活動や生産者・実需者の様 な々

問い合わせにきめ細かく対応してきたことが実を結びつつ

あると考えています。

■  もち性品種の普及が進んだ理由
　大麦の品種が大きく普及するには奨励（認定）品種

に採用され、都道府県の種子供給体制に乗せるのが一

般的です。また産地品種銘柄になれば生産者の収益は

高まりますが、民間流通制度の適用品種になるには早く

ても数年かかります。すぐに作付けしたい生産者・団体

の要望に応えてもち性品種の種子を農研機構から直接

生産者に提供しました。民間流通制度外での流通は契

約栽培になり、生産・加工された製品は比較的高い値

段になります。ただしそれでも、もち性品種の加工品は

農産物直売所や通信販売により高い収益が期待できま

すし、高価格で売れています。種子の提供を申し込む

生産者の多くはもち性大麦の健康機能性に優れる点だ

けでなく、こうした高い収益性に魅力を感じています。

　もち性品種の加工利用にも触れておきます。多くは精

麦として炊飯されて大麦ご飯として利用されます。その

ためには穀粒の外側を削る「搗精」という工程が不可

欠です。精麦業者が保有する機械は、1日で数100トン

を加工する大規模なもので、小規模作付けの生産物加

工向けにはあまり向きません。最近になり数十～数百kg

で搗精する機械が市販されるようになり、小面積栽培の

生産物でも加工利用できるようになったことがもち性品

種の普及に一役買っています。

■  大きく普及面積を伸ばす「キラリモチ」
　ヒト介入試験で使われた品種は二条裸性※１の「キラ

リモチ」です。2009年度に品種登録出願しました4）。「キ

ラリモチ」は、炊飯麦が褐変※２しにくい特性を持ち、外

観や食味特性に優れます。各地域のマッチングフォーラ

ムや高β-グルカン連絡協議会を通じた普及活動を通じ

て宣伝に努め、北海道から鹿児島まで約30道県の200

件近い生産者・生産団体に種苗提供してきました。種

子の利用許諾先は2015年度までは1件だけでしたが、

2016年度には12件、2017年度には10件になりました。

「キラリモチ」は2017年度に茨城県で奨励（認定）品

種に採用、2018年度には５道県で産地品種銘柄になり

ました。推定作付面積は全国で350ha以上です。本品

種を用いた研究成果や加工品のパンフレットは以下の

URLからダウンロードできます。

※1　二条裸性（皮裸性と条性）　大麦の種子の形態には皮裸性があります。通常
大麦と呼ぶと穀皮がついたままの皮麦を指す場合が多く、頴（穀皮）が容易
にはずれる裸性を裸麦と呼ばれます。また穂の形態には二条性と六条性が
あります。したがって二条皮性、二条裸性、六条皮性、六条裸性の4種類の品
種があります。

※2　褐変　大麦は米や小麦に比べ加熱炊飯により褐変しやすい性質をもってい
ます。大麦の加熱炊飯時の褐変にはポリフェノール含量が関係することがわ
かっており、特にフラバノール（プロアントシアニジン、カテキン）が炊飯褐変
の大きな原因で、「キラリモチ」は種子にプロアントシアニジンを含みません。

■  もち性に関わる遺伝子を用いた   判別技術とその利用

　もち性品種が「売れる」ようになると、その価値を担保

するための技術が必要になります。もち性ではデンプン中

のアミロースを欠くか、うるち性と比較してアミロースが著

しく減少しています。このアミロースを合成する酵素である

GBSSI（Waxyタンパク質） の遺伝子領域に変異が起き

て、もち性の遺伝子型になります。もち性遺伝子はwaxy
遺伝子（遺伝子記号はwax）とも呼ばれています。この
遺伝子領域の変異を特定しDNAマーカーが開発されて

おり、遺伝子型を基にしたカタログ化を行っています7）。

つまりもち性品種をもち性の原因となるwaxy遺伝子の
DNA塩基配列の多型情報を基にしてグループ分けしまし

た。この技術を利用して全国精麦工業協同組合連合会（全

麦連）では、流通及び消費者に対して正しいもち性大麦

製品の選択・普及を図るため、もち性大麦の業界基準を

制定しています。以下の URLからダウンロードできます。

■  2018年度に出願された新しい品種
　なお2018年度には「もちしずか（東北農研）」「きは

だもち（次世代作物開発研究センター）」「フクミファイ

バー（西日本農研）」を新たに品種登録出願しました。

■  国内最大面積になった「はねうまもち」
　「はねうまもち」は六条皮性で2016年度に品種登録

出願しました5）。六条大麦の主産地である北陸地方での

基幹品種「ファイバースノウ」のもち性突然変異です。

北陸、東北地域に適した寒冷地向けで、山梨、広島の

中山間地でも栽培適性があることが確認されています。

　北海道網走地区での栽培にも取り組んでいます。その

他に6次産業化※3や農福連携※4など多様な活用が広がっ

ていますが、こうした取り組みが奏功して2018年度に福井

県で奨励品種採用、新潟県で産地品種銘柄になり面積

が900ha以上で国内最大面積になりました。生産者向け

の栽培マニュアルは以下のURLからダウンロードできます。

※3　6次産業化　1次産業としての農業と、2次産業としての製造業、3次産業と
しての小売業等の事業との総合的かつ一体的な推進を図ること。

※4　農福連携　担い手の高齢化と減少が進む農業分野と、障害者や高齢者ら
の働く場の確保を求める福祉分野の連携。

■  暖地・温暖地向けで多収の「くすもち二条」
　「くすもち二条」6）は梅雨入りが早く、登熟期間の環境

が高温多湿な暖地で栽培可能な二条皮性で、2016年

度に品種登録出願しました。国内でのもち性大麦品種の

振興には、現在普及しているうるち性大麦品種と同等以

上の早熟性、収量性、病害抵抗性等を有することが不

可欠で、「くすもち二条」はそれに応える品種です。九州

地域の基幹品種「ニシノホシ」と比較して出穂期は同等

で成熟期は2日程度早く、穂数および整粒歩合は同等だ

が整粒重は重い特徴があります。2018年度に福岡県で

産地品種銘柄となり、普及面積は福岡県で250ha程度

です。

これにより日本各地の気象に広域に適応し、収量などの

栽培特性に優れるもち性大麦品種がそろい、全国に展

開していきます（図2）。2019年度以降も普及促進のた
めの活動を継続します。

■  高β-グルカン大麦品種
　うるち性品種「ビューファイバー」8）と、もち性品種「ワ

キシーファイバー」9）の2品種を紹介しておきます。両品

種は澱粉合成系の変異遺伝子lys5.hを有する二条裸麦
で、穀粒はしわ状で、外観品質が劣ります。ただし食

物繊維のβ-グルカンの含有量が従来のうるち性品種の

2倍以上、「通常のもち性品種」の1.5倍程度有します

（図3）。これらの大麦粉を利用してうるち性の「ビューファ

イバー」は菓子やシリアル、もち性の「ワキシーファイ

バー」は麺やシリアル等に加工・販売されています。両

品種を用いた研究成果や加工品のパンフレットは以下の

URLからダウンロードできます。

■  おわりに
　もち性品種の国内での要望が高いため、海外からの

輸入は増えておりますが、食の安心・安全の観点や大

麦ご飯に対する適性から、一般消費者や実需者は国内

産を強く要望しています。ただ、全麦連の取材に基づく

日本農業新聞の記事（2018.6.6）によればもち性大麦

の輸入量は2017年度で約29000トンです。2018年産

の国産もち性大麦は約2500トン以上なので多く見積

もっても国産比率は10％に届きません。

　古来よりもち性大麦は瀬戸内地方を中心に栽培され

ていました。もち麦、ダンゴ麦と呼ばれて祭りの日など

に使われており、日本では伝統的な食材なのです。古く

から使われた系統のほとんどは穀粒や成熟した穂が紫色

になり、この特性を有する六条裸麦「ダイシモチ」10）は

現在のもち性大麦品種の先駆けです。現在は4県で産

地品種銘柄になっています。

　品種が増えて、これからは品種間・産地間での競争

が始まります。加工品の差別化のためには機能性表示

の制度を活用する動きがあります。普及が進むもち性大

麦品種には大きな魅力があり、生産者・実需者からの

要望が強い状況が続いています。その間に収量性がより

優れ、病害・障害耐性を有する品種育成を進める必要

があります。また、需要拡大には大麦粉や大麦ゲルの利

用が考えられます。大麦粉は販売されていますが、どう

いう特性を持つ大麦粉がどういう食品に適するのかとい

う加工適性の研究は進んでいません。大麦ゲルは大麦

穀粒に加水粉砕して二次加工することによりゲル化した

もので、高齢者向けの食材の可能性が検討されていま

す。こうした新たな切り口での研究が求められるでしょう。

（次世代作物開発研究センター  企画管理部）
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健康機能性が期待できる
もち性大麦品種の育成と進む普及
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ワキシーファイバーとビューファイバーのβ-グルカン含量図3

もち性品種の全国への展開図2
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2018年播種 350ha以上

福岡県で産地品種銘柄 
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福井県で奨励品種採用
新潟県で産地品種銘柄
北海道で展開中 
2018年播種 900ha以上

キラリモチ

フクミファイバー

くすもち二条

ワキシーファイバー ビューファイバー 標準品種
0

5

15

10

60%搗精麦
原麦

乾
物
量（
%
）

10.6

12.8

9.9
11.8

3.4 3.5

　
高β-グルカン大麦品種「ビューファイバー」（うるち性）
「ワキシーファイバー」（もち性）
https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publicat
ion/files/20180731nics_kind_pamph.pdf

栽
もち性大麦「はねうまもち」栽培マニュアル（暫定版）
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publicati
on/files/haneumamotimanual190312.pdf

　
もち性遺伝子型を有する国内産及び
外国産大麦（はだか麦を含む）の品種リスト
https://zenbakuren.or.jp/pdf/mochi-omugi_list.pdf

■  健康機能性に優れる大麦β-グルカンと   炊飯麦の食味に優れるもち性大麦

　「機能性を持つ農林水産物・食品開発プロジェクト」

ではもち性品種を用いて食物繊維β-グルカンの多い大麦

ご飯を食べ続けると内臓脂肪面積が低下すること2）や食

後の血糖値上昇を抑制すること3）を日本人対象のヒト介

入試験で実証できました。ヒト介入試験とはヒトを対象と

して試験食の有効性や安全性を客観的に示すための科

学的な証拠を取得する試験です。また、喫食調査ではも

ち性大麦を用いた大麦ご飯は嗜好性が高く、継続的に食

べることができるという評価が得られています。大麦のβ-

グルカンは水溶性食物繊維で以前から健康機能性に関

わる研究結果がありました。

　一般的にもち性品種はうるち性品種よりβ-グルカン含

量が高くて炊飯麦の食味試験では粘りと柔らかさに優れ

ています。後述する「キラリモチ」4）や「はねうまもち」5）

の品種の育成報告では、うるち品種と比較した結果が掲

載されていますが、この技術報告では遺伝的背景のそろっ

た準同質遺伝子系統を用いた試験で、もち性になるとβ-

グルカン含量が高くなり（表1）、炊飯麦の食味試験では

粘りと柔らかさの評点に優れる（表2）ことを示しました。

■  はじめに
　大麦は日本では大麦ご飯、味噌、麦茶、焼酎、ビー

ルといった多くの食品や飲料に加工利用される重要な作

物です。大麦にはもち性がありますが、国内のもち性大

麦品種の生産・需要が急激に拡大しています。農産物

検査の統計によれば2013年産は数十トン規模でしたが、

2018年産では約2500トンに伸び（図1）、さらに2019年

産では5000トンを超える見込みです。テレビ番組や雑誌

特集記事などでも、もち性大麦の健康機能性の優れる点

が取り上げられて消費を押し上げています。これには農

研機構が中心に取り組んだ「機能性をもつ農林水産物・

食品開発プロジェクト（2013～2015年度）」の研究結

果1）が貢献しています。またもち性大麦品種を積極的に

「売り込む」ための普及活動や生産者・実需者の様 な々

問い合わせにきめ細かく対応してきたことが実を結びつつ

あると考えています。

■  もち性品種の普及が進んだ理由
　大麦の品種が大きく普及するには奨励（認定）品種

に採用され、都道府県の種子供給体制に乗せるのが一

般的です。また産地品種銘柄になれば生産者の収益は

高まりますが、民間流通制度の適用品種になるには早く

ても数年かかります。すぐに作付けしたい生産者・団体

の要望に応えてもち性品種の種子を農研機構から直接

生産者に提供しました。民間流通制度外での流通は契

約栽培になり、生産・加工された製品は比較的高い値

段になります。ただしそれでも、もち性品種の加工品は

農産物直売所や通信販売により高い収益が期待できま

すし、高価格で売れています。種子の提供を申し込む

生産者の多くはもち性大麦の健康機能性に優れる点だ

けでなく、こうした高い収益性に魅力を感じています。

　もち性品種の加工利用にも触れておきます。多くは精

麦として炊飯されて大麦ご飯として利用されます。その

ためには穀粒の外側を削る「搗精」という工程が不可

欠です。精麦業者が保有する機械は、1日で数100トン

を加工する大規模なもので、小規模作付けの生産物加

工向けにはあまり向きません。最近になり数十～数百kg

で搗精する機械が市販されるようになり、小面積栽培の

生産物でも加工利用できるようになったことがもち性品

種の普及に一役買っています。

■  大きく普及面積を伸ばす「キラリモチ」
　ヒト介入試験で使われた品種は二条裸性※１の「キラ

リモチ」です。2009年度に品種登録出願しました4）。「キ

ラリモチ」は、炊飯麦が褐変※２しにくい特性を持ち、外

観や食味特性に優れます。各地域のマッチングフォーラ

ムや高β-グルカン連絡協議会を通じた普及活動を通じ

て宣伝に努め、北海道から鹿児島まで約30道県の200

件近い生産者・生産団体に種苗提供してきました。種

子の利用許諾先は2015年度までは1件だけでしたが、

2016年度には12件、2017年度には10件になりました。

「キラリモチ」は2017年度に茨城県で奨励（認定）品

種に採用、2018年度には５道県で産地品種銘柄になり

ました。推定作付面積は全国で350ha以上です。本品

種を用いた研究成果や加工品のパンフレットは以下の

URLからダウンロードできます。

※1　二条裸性（皮裸性と条性）　大麦の種子の形態には皮裸性があります。通常
大麦と呼ぶと穀皮がついたままの皮麦を指す場合が多く、頴（穀皮）が容易
にはずれる裸性を裸麦と呼ばれます。また穂の形態には二条性と六条性が
あります。したがって二条皮性、二条裸性、六条皮性、六条裸性の4種類の品
種があります。

※2　褐変　大麦は米や小麦に比べ加熱炊飯により褐変しやすい性質をもってい
ます。大麦の加熱炊飯時の褐変にはポリフェノール含量が関係することがわ
かっており、特にフラバノール（プロアントシアニジン、カテキン）が炊飯褐変
の大きな原因で、「キラリモチ」は種子にプロアントシアニジンを含みません。

■  もち性に関わる遺伝子を用いた   判別技術とその利用

　もち性品種が「売れる」ようになると、その価値を担保

するための技術が必要になります。もち性ではデンプン中

のアミロースを欠くか、うるち性と比較してアミロースが著

しく減少しています。このアミロースを合成する酵素である

GBSSI（Waxyタンパク質） の遺伝子領域に変異が起き

て、もち性の遺伝子型になります。もち性遺伝子はwaxy
遺伝子（遺伝子記号はwax）とも呼ばれています。この
遺伝子領域の変異を特定しDNAマーカーが開発されて

おり、遺伝子型を基にしたカタログ化を行っています7）。

つまりもち性品種をもち性の原因となるwaxy遺伝子の
DNA塩基配列の多型情報を基にしてグループ分けしまし

た。この技術を利用して全国精麦工業協同組合連合会（全

麦連）では、流通及び消費者に対して正しいもち性大麦

製品の選択・普及を図るため、もち性大麦の業界基準を

制定しています。以下の URLからダウンロードできます。

■  2018年度に出願された新しい品種
　なお2018年度には「もちしずか（東北農研）」「きは

だもち（次世代作物開発研究センター）」「フクミファイ

バー（西日本農研）」を新たに品種登録出願しました。

■  国内最大面積になった「はねうまもち」
　「はねうまもち」は六条皮性で2016年度に品種登録

出願しました5）。六条大麦の主産地である北陸地方での

基幹品種「ファイバースノウ」のもち性突然変異です。

北陸、東北地域に適した寒冷地向けで、山梨、広島の

中山間地でも栽培適性があることが確認されています。

　北海道網走地区での栽培にも取り組んでいます。その

他に6次産業化※3や農福連携※4など多様な活用が広がっ

ていますが、こうした取り組みが奏功して2018年度に福井

県で奨励品種採用、新潟県で産地品種銘柄になり面積

が900ha以上で国内最大面積になりました。生産者向け

の栽培マニュアルは以下のURLからダウンロードできます。

※3　6次産業化　1次産業としての農業と、2次産業としての製造業、3次産業と
しての小売業等の事業との総合的かつ一体的な推進を図ること。

※4　農福連携　担い手の高齢化と減少が進む農業分野と、障害者や高齢者ら
の働く場の確保を求める福祉分野の連携。

■  暖地・温暖地向けで多収の「くすもち二条」
　「くすもち二条」6）は梅雨入りが早く、登熟期間の環境

が高温多湿な暖地で栽培可能な二条皮性で、2016年

度に品種登録出願しました。国内でのもち性大麦品種の

振興には、現在普及しているうるち性大麦品種と同等以

上の早熟性、収量性、病害抵抗性等を有することが不

可欠で、「くすもち二条」はそれに応える品種です。九州

地域の基幹品種「ニシノホシ」と比較して出穂期は同等

で成熟期は2日程度早く、穂数および整粒歩合は同等だ

が整粒重は重い特徴があります。2018年度に福岡県で

産地品種銘柄となり、普及面積は福岡県で250ha程度

です。

これにより日本各地の気象に広域に適応し、収量などの

栽培特性に優れるもち性大麦品種がそろい、全国に展

開していきます（図2）。2019年度以降も普及促進のた
めの活動を継続します。

■  高β-グルカン大麦品種
　うるち性品種「ビューファイバー」8）と、もち性品種「ワ

キシーファイバー」9）の2品種を紹介しておきます。両品

種は澱粉合成系の変異遺伝子lys5.hを有する二条裸麦
で、穀粒はしわ状で、外観品質が劣ります。ただし食

物繊維のβ-グルカンの含有量が従来のうるち性品種の

2倍以上、「通常のもち性品種」の1.5倍程度有します

（図3）。これらの大麦粉を利用してうるち性の「ビューファ

イバー」は菓子やシリアル、もち性の「ワキシーファイ

バー」は麺やシリアル等に加工・販売されています。両

品種を用いた研究成果や加工品のパンフレットは以下の

URLからダウンロードできます。

■  おわりに
　もち性品種の国内での要望が高いため、海外からの

輸入は増えておりますが、食の安心・安全の観点や大

麦ご飯に対する適性から、一般消費者や実需者は国内

産を強く要望しています。ただ、全麦連の取材に基づく

日本農業新聞の記事（2018.6.6）によればもち性大麦

の輸入量は2017年度で約29000トンです。2018年産

の国産もち性大麦は約2500トン以上なので多く見積

もっても国産比率は10％に届きません。

　古来よりもち性大麦は瀬戸内地方を中心に栽培され

ていました。もち麦、ダンゴ麦と呼ばれて祭りの日など

に使われており、日本では伝統的な食材なのです。古く

から使われた系統のほとんどは穀粒や成熟した穂が紫色

になり、この特性を有する六条裸麦「ダイシモチ」10）は

現在のもち性大麦品種の先駆けです。現在は4県で産

地品種銘柄になっています。

　品種が増えて、これからは品種間・産地間での競争

が始まります。加工品の差別化のためには機能性表示

の制度を活用する動きがあります。普及が進むもち性大

麦品種には大きな魅力があり、生産者・実需者からの

要望が強い状況が続いています。その間に収量性がより

優れ、病害・障害耐性を有する品種育成を進める必要

があります。また、需要拡大には大麦粉や大麦ゲルの利

用が考えられます。大麦粉は販売されていますが、どう

いう特性を持つ大麦粉がどういう食品に適するのかとい

う加工適性の研究は進んでいません。大麦ゲルは大麦

穀粒に加水粉砕して二次加工することによりゲル化した

もので、高齢者向けの食材の可能性が検討されていま

す。こうした新たな切り口での研究が求められるでしょう。

（次世代作物開発研究センター  企画管理部）
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